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研究成果の概要（和文）：肺高血圧症モデル（Su/Hx model）に肺血管拡張薬を投与し、治療抵抗性病変を確認
した．正常ラットで片肺移植の技術を習得後，Su/Hx modelを用いた片肺移植を開始した．しかし，PAHモデルで
は肺動脈圧の上昇および右心負荷により肺移植が困難であった．ごく少数の成功例では肺動脈病変の改善を確認
したが，その後は肺移植の再現が困難であり，現在も技術の安定化に向け努力している．現在は治療抵抗性病変
の成立機序を解明するため、習得した肺移植技術により異性間での移植実験を行っている．XおよびY染色体を同
定するためFISH法を用い，中膜および内膜病変における骨髄細胞の関与についてデータを蓄積している．

研究成果の概要（英文）：Refractory pulmonary arterial lesions against vasodilator drugs were 
confirmed in PAH rat model ( i.e., Su/Hx model). After a successful single lung transplant in normal
 rats, we tried a single lung transplant in Su/Hx model. However, almost transplants failed due to 
high pulmonary arterial pressure and right heart overload. In a very few successful cases, pulmonary
 lesions ameliorated. Subsequently, there was no successful lung transplant n Su/Hx model. Now, 
together with it, a single lung transplant between male and female rats was tried to elucidate 
pathophysiology of vascular lesions. Data about bone marrow derived cells in medial and intimal 
lesions are accumulated by using FISH analysis.  

研究分野：呼吸器内科
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１．研究開始当初の背景 
 

肺動脈性肺高血圧症（PAH）における肺動
脈リモデリングには、現行の選択的肺血管拡
張薬でも残存する治療抵抗性病変が存在す
る。しかし進行期 PAH 症例へ片肺移植がな
されていた時代、移植による肺循環動態改善
後に残存病巣肺のほぼすべての肺動脈リモ
デリングが改善したとの報告があった。つま
り圧負荷・容量負荷の解除こそが治療抵抗性
病変を改善させる可能性がある。 

 
２．研究の目的 
 
 本研究の目的は、同様の病態を進行期 PAH 
ラットモデルで再現し移植により生じた肺
微小環境の変化を分子病理学的に明らかに
することである。さらに、現行薬剤に治療抵
抗性を示す血管リモデリングが改善した分
子機序を解明すると共に、新規治療薬のター
ゲットとして創薬に応用することである。ま
たヒト PAH 肺移植症例の摘出病巣肺を検討
し、動物モデルでの結果を確認する。 
 
３．研究の方法 
 
①薬剤抵抗性病変の確認：VEGF 受容体拮抗
薬（SU5416）投与+低酸素暴露モデル（Su/Hx 
model）に現行の選択的肺血管拡張薬を投与
し、Heath-Edwards 分類 I～IV （I 中膜肥厚、
II 細胞性内膜肥厚、III 線維性変化を伴う細
胞増殖性内膜肥厚、IV 以降 Plexiform lesion 
など複合病変）のうち薬剤抵抗性病変を確認
する。 
②片肺移植による効果確認：治療群及び非治
療群 Su/Hx model に片肺移植を施行し、一定
期間後移植時残存させた病巣肺を移植時摘
出した病巣肺と照合し移植により改善した
病変を確認する。 
③肺微小環境変化の確認：片肺移植後の肺循
環動態改善による肺組織微小環境変化を、プ
ロテオーム解析、Bio-Plex 解析、ウエスタン
ブロット解析などによる蛋白質発現変化で
確認する。 
 
４．研究成果 
 
①薬剤抵抗性病変の確認：我々は，Su/Hx 
model に選択的肺血管拡張薬であるエンドセ
リン受容体拮抗薬，アンブリセンタンを投与
し，その効果を確認した．病態の進展を抑制
する目的で低酸素暴露下から薬剤を投与し
た群（予防投与群：Prevention study group）と，
実際の臨床に準じて病態がある程度進展し
てから薬剤を投与した群（初期治療群：Early 
studygroup）の 2 群を比較した．右心カテー
テル検査による右室収縮期圧は，前者でより
強い改善効果を示した（図 1）.また血管内腔
の閉塞に対する改善効果も，前者で優位であ
った（図 2）．Heath-Edwards 分類 I～IV の病

変のうち内膜病変の II~IV は両群で改善傾向
が見られた（図 3）． 

  
Heath と Edward の報告では，I~IV の病変は

経時的に進行し，III の病変までが可逆性があ
り IV 以降は不可逆性であると報告した．そ
れにより本研究の背景では，現行の選択的肺
血管拡張薬でも残存する治療抵抗性病変は
IV 以降の複合病変と予想していた．しかし，
両治療群ともに Plexiform lesion など IV 以降
の病変は改善し，残存するのは II~III の内膜
病 変 で あ っ た （ Histol Histopathol. 2016 
Dec;31(12):1357-65）. 



 
②片肺移植による効果確認： 
 ラットにおける片肺移植では非常に高い
技術が必要となる．共同研究者の当院呼吸器
外科鈴木秀海の指導下にて，まず移植技術の
習得を目ざした．まずその行程を示す．レシ
ピエントラットを 1-2％イソフルレンによる
麻酔管理下とし、左第 3 肋間で開胸した後左
肺肺門部の肺動脈、肺静脈、気管支の周囲組
織を切除し大動脈弓下付近で気管支を結紮
切離する。ドナーラットも補助呼吸下に、前
胸壁を切除し左肺門の周囲組織を切除後、速
やかに肺を摘出する。実際の移植は肺静脈お
よび肺動脈を連続縫合し、循環停止のための
血管鉗子を解除し気管支吻合を行う。 
 上記行程の打ち，平成 27 年度内に左肺肺
門部の肺動脈吻合までは可能となったが，肺
静脈や気管支吻合が不可能であった．平成 28
年度にその技術が安定し，年度後半より安定
的に正常ラットを用いた片肺移植が成功す
るようになった． 

平成 29年度よりSu/Hx modelを用いた片肺
移植を開始した．しかし重症化した PAH モデ
ルでは，肺動脈圧の上昇および右心負荷によ
り，正常ラットに比べ肺静脈や気管支吻合が
困難であった．ごく少数の PAH ラットで肺移
植が成功したが，その後は安定した肺移植の
再現が困難であり現在も技術の安定化に向
け肺移植を継続している．少数ではあるが，
肺移植成功ラットでは片肺移植による shear 
stress の改善により，Heath-Edwards 分類 I～IV 
の病変が改善する可能性が示された（図 4 
preliminary data）．しかし，その後の再現が不
可能なため詳細な検討は未だなされていな
い． 
 
③肺微小環境変化の確認： 

Su/Hx model を用いた片肺移植が安定的に
再現できないため，現在その検討に向け準備
中である． 
 
当初計画どおりに進まない時の対応として 
 本研究発案時の予想では，選択的肺血管拡
張薬治療に抵抗性を示す病変は，IV 以降の複
合病変と考えていた．しかし，両治療群とも
に Plexiform lesion など IV 以降の病変は改善
傾向を示し，残存するのは II~III の内膜病変
であった．つまり治療後の残存肺高血圧を規
定しているのは，不可逆性と思われた IV 以
降の病変では無く，可逆性と思われる II~III
の病変の可能性が示された．それでは，II~III
の病変で選択的肺血管拡張薬に可逆性を示
す病変と，不可逆性の病変では何が異なるの
か？それを解明するため，まず内膜病変の成
立機序について検討した．特に同病変に存在
する細胞の起源を確かめる必要があると考
えた．そこで我々が習得した片肺移植の技術
を用いて，異性間での肺移植実験を試みた．
オスのラットにメスの肺を移植し，メスの移

植肺におけるオス細胞の動員を FISH 法で確
認する実験を開始している．移植肺における
中膜および内膜病変における骨髄細胞の関
与について，現在データを蓄積している．今
後その結果も，本申請課題の成果として発表
する予定である．さらに本研究も継続してい
る． 
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